
コーポレートガバナンス・コードは、実効的なコーポレートガバナンスの実現に資する主要な原則を取りまとめたものであり、法的
拘束力を有する規範ではなく、いわゆる「コンプライ・オア・エクスプレイン（遵守か説明か）」の手法を採用しています。
本コードは、2015年2月24日に東証より「上場規則案」、2015年3月5日に有識者会議より「原案」が公表されました。そして、東
証は上場規則の改正、6月施行が確定しました。東証一部、二部に上場している会社は、コードの基本原則、原則、補充原則について
「遵守か説明か」を公表し、マザーズまたはジャスダックに上場している会社は、基本原則を遵守しない場合の説明が求められて
います。
こうした背景を踏まえ、来る7月14日（火）、当社は「コーポレートガバナンス・コードを踏まえたこれからのIR」をテーマにセミナー
を開催いたします。スチュワードシップ・コードは機関投資家の原則ですが、対応する上場企業のコーポレートガバナンス・コー
ドは全ての投資家を対象とした原則であり、額面通りに捉えると、企業のIR活動にこれまで以上の工夫が必要です。今回のセミナー
は株主を含む、影響力のある投資家対応に対応するIRご担当者様の悩みに応え、コードを踏まえたこれからのIR活動の在り方を
考える契機になれば幸いです。

7.142015. 13:00   17:00火

株式会社フィスコIR
トムソン・ロイター・マーケッツ株式会社 （会場提供）

50名 ※申込多数の場合は抽選とさせて頂きます。

経営者、IR担当者、株主総会対応責任者 等
1名につき7,000円 ※会場にてお支払い頂きます。
03-5774-2355
トムソン・ロイター・マーケッツ株式会社
東京都港区赤坂5丁目3番1号 赤坂Bizタワー 30階
※赤坂Bizタワー 1階ロビーにて入館パスをお渡しします。
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現状のIR予算ではカバーしきれない

一体、どの程度の情報開示を
行えばよいのか？

株主総会の運営は
変えなければならないのか？

東京メトロ千代田線「赤坂」駅  徒歩約1分
東京メトロ銀座線・丸の内線「赤坂見附」駅  徒歩約5分
東京メトロ銀座線・南北線「溜池山王」駅  徒歩6分
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それは理不尽だ

フィスコ IRセミナー開催のお知らせ

コーポレートガバナンス・コードを踏まえた
これからのIR
コーポレートガバナンス・コードを踏まえた
これからのIR

主　催

協　力

定　員

対　象

参加費

連絡先

場　所



今回のセミナーでは、コードを踏まえたIRのあり方に焦点を当てます。企業の中・長期的な価値創造を伝えるため
にこれから何が求められているのかを、国内の専門家を迎え、講演いただきます。

コーポレートガバナンス・コードを踏まえたこれからのIRコーポレートガバナンス・コードを踏まえたこれからのIRコーポレートガバナンス・コードを踏まえたこれからのIRコーポレートガバナンス・コードを踏まえたこれからのIR

開場・受付13：00～13：30

13：30～14：30

※予定ですので変更の可能性があります

講師紹介

上妻 義直氏
上智大学経済学部教授

上智大学大学院経済学研究科博士後期課程
単位取得後、名古屋工業大学助手、オラン
ダ・リンパーク研究所客員研究員、静岡県
立大学助教授、上智大学経済学部助教授を
経て現在に至る。環境省、経済産業省、国土
交通省、農林水産省、内閣府、日本公認会計
士協会等のCSR・環境関係の審議会、検討
会・研究会等で座長・委員等を歴任。専門
は非財務報告論、環境会計論。日本会計研
究学会評議員、日本社会関連会計学会副会
長。主編著に『CO2 を見える化するカーボ
ンラベル』(中央経済社)、『環境報告書の保
証』(同文舘)。

杉本 眞一氏
ボナファイデコンサルティング株式会社
代表取締役

ボストンコンサルティンググループにて6
年半にわたり経営コンサルタントを務め、
さまざまな業種・テーマにわたる戦略策定
プロジェクトに従事。その後、富士化学工
業株式会社にて電池材料事業部長として新
規事業立ち上げを経験し、外資系戦略コン
サルティングファームのモニター・グルー
プ日本支社副代表などを経て、マーケティ
ング戦略・ブランド戦略の策定支援に特化
したプロフェットに参画。2007年に同社
日本代表を退任し、2008年より当社に参
画。さまざまな投資先の経営改革テーマを
担当している。一橋大学商学部卒業。

中川 博貴
株式会社フィスコIR 取締役 COO

慶応義塾大学大学院経済学研究科を卒業
後、フィスコグループへ入社。子会社であ
るブティック型のコンサルティング業務を
展開する株式会社バーサタイル代表。国内
外のM&A候補先企業のデュー ディリジェ
ンスやM&A実行後の事業戦略・マーケティ
ング戦略・オペレーション戦略の企画立案・
実行に携わる。2014年からは株式会社
フィスコIR取締役COOとして、さまざま
な企業のIR活動を支援している。

申し込みは別添の申込書をご使用ください。

●背景　　●全体像

上智大学 教授
上妻 義直氏

●できている例、不足な例　　●

ボナファイデコンサルティング株式会社
代表取締役
杉本 眞一氏 
株式会社フィスコ IR
取締役COO
中川 博貴

コーポレートガバナンス・コードによって
日本企業はどう変わるか

コーポレートガバナンス・コードを踏まえた
これからのIR14：30～16：30

セミナープログラム

IR実務担当者が理解すべき
ポイント

■ http://www.fisco-ir.co.jp/news/20150615.html


